
共創のためのICT活用

Code for Japan



生産年齢人口減少と
高齢者増

なぜ自治体でICT活用が必要か？

労働力の絶対量が不足

ICT技術でやれる
ことが増える

業務効率の向上

リモートワーク
自動化
民間サービスの進化

広域連携

データ活用

自治体業務のICT活用

税収の低下
社会保障費の増加
過疎地域の増加

産業の担い手不足
自治体の業務量の増加
インフラ自体の老朽化も

ペーパーレス
クラウド活用
業務自動化

社会の変化

機会

必要な対応

民間との連携



ICT活用のためのポイント

業務効率の向上 広域連携

データ活用 民間との連携

● リモートワーク
● 自動化
● AI活用
● クラウド活用

● 業務標準化
● 圏域での業務共通化
● 業務フローの棚卸し

● 脱ペーパー
● EBPMの推進
● データ公開・連携

● データ連携
● 自前主義からの脱却
● 外部人材の活用



共創といっても色々なパターンがある

行政主体

民間主体

コミュニティづくり

サービス開発

オープンデータ

GovTech

スマートシティ
スーパーシティ

Wikipedia Town

スタートアップ連携

マイナンバー

リビングラボ

アイデアソン



ガバナンス

ポリシー

戦略

ルール

業務フロー

個人の行動

変化の難しさ

インパクト

ボトムアップ

トップダウン

トップダウン・ボトムアップ両方の変化が必要





GitHub というサイトでオープンソース化



世界中から貢献があった

3週間の間に
224 名が改善に協力
750 件の提案
671 件が取り入れられる



25都道府県に波及



様々な情報が瞬時にまとめられる



市区
町村

市区
町村

市区
町村

市区
町村

市区
町村

市区
町村



オープンソースへの投資は知的資本を強化する
http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html

行政が積極的にオープンソース
ソフトウェアを活用することは、
社会全体の知的資本を強化するこ
とにつながる。

特定のベンダーの知的財産として
使われるのではなく、社会の誰も
が使える知的資産となり、長い目
で見ればコストが下がる

http://blog.cleverelephant.ca/2018/01/govt-oss-clusters.html


共創のPoint1

肩書きではなく
「個人」として接する



「ともに考え、ともにつくる」
人々のネットワーク
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各地で自らの地域を良くするための活動を実施



このような事例は、組織対組織の関係から生ま
れただろうか？



外部人材登用も効果的



共創のPoint2

共に手を動かすことで信頼
関係をつくる

信頼がなければ新しいことはできない



課題を学ぶ 非IT系人材IT系人材 ツールを学ぶ
共創の
デザイン

ITはツールにしかすぎない。
活用のためには、IT/非ITの壁をなくす必要がある



現実は簡単ではない

Rapid Prototyping at Google X（Tom 

Chii）

https://www.slideshare.net/mindtheproduct/tom-chi-rapid-prototyping-at-google-x-mindtheproduct-2012

新しいことをやるには
失敗はつきもの

手を動かさないと正解は
わからない

「学び」の数と質を上げる
必要がある



プロトタイピングを通じて、WHYを理解する



もちろん、ゴール設定は大事

なぜやるのか？
どうなったら成功なのか？
どこを目指したいのか？

行政の縦割りの論理ではなく、
本当に必要なアウトカムをベースに会話する

右のテキストは、東京都コロナウィルス特設サ
イトの行動原則



データアカデミー

自治体

課題検討

仮説立案

分析評価

政策立案

評価

行政の中での
データリテラシーを向上させる

データ利活用研修



課題解決7ステップ

①
課題・仮説

②
データ確認

③
分析手法
決定

④
分析実施

⑤
評価

⑥
政策立案

⑦
効果分析

課題と分析対象の決定 分析結果の判断

どんな課題を、どんなデータを使って表現
するのか？
データはどのように集める/作るのか？
どのような分析手段があるのか？
などを検討

分析の難易度やツールの必要性
に応じて、自分で実施、他部署
に依頼、外注などを選択

分析結果を判断し、政策を立案
最初に決めた仮説は正しかったか？
効果を測定し、新たな課題設定に繋げる



総務省事業として2017年、2018年
と実施。

データアカデミー
（自治体向けデータ活用研修）



共創のPoint3

熱量ファーストの
場づくりを意識する



成果を生み出すチームとは？

re:Work(Google)

なんでも言えて
信頼できる仲間がいて

Why/How/What が明確で
意味がある仕事をしていると感

じており、
良い変化を生むと思っている

https://rework.withgoogle.com/jp/guides/understanding-team-effectiveness/steps/introduction/

https://rework.withgoogle.com/jp/guides/understanding-team-effectiveness/steps/introduction/


成果を生み出すチームを生み出す場とは？
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外部人材の採用や委嘱は効果的

業務プロセス改革 クラウド活用 文化の変革

● 原課とともに推進
● 市民目線で検討
● アナログ＆デジタル

● 少数の業務で開始
● 課題と成果の洗い出し
● 包括的な取り組み

● 市長や他組織との対話
● 庁内プロモーション
● 庁内イベント、勉強会

小さな成功の積み重ねと外部との繋がりが大きな流れをつくる
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https://hackday.code4japan.org/

ソーシャルハックデー。札幌市、神戸市、裾野市なども参加

https://hackday.code4japan.org/


「ともにつくる」ことで信頼を築こう！


